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究極の鏡面仕上げ究極の鏡面仕上げ

塗装前の足付け作業から、肌調整、艶出し仕上げ
にいたるまで、作業者本位につくられた本格ポ
リッシングツールです。短時間に鏡面仕上げがで
き、液の飛び散りが少ないです。

品　　名 容 量 特　　　長

Auto COSMA #1000（細目）

Auto COSMA #2000（極細目）

Auto COSMA #3000（超微粒子）

Auto COSMA ファイナル（仕上げ剤）

400g

400g

400g

400g

ポリッシャー用コンパウンド。切削性がよく、塗面へのからみが少ない。

ポリッシャー用コンパウンド。ペーパー傷や酸化被膜除去に最適。

ポリッシャー用コンパウンド。輝きを作りながら手早く微細なスクラッチ傷を取り除く。

最終仕上げ剤。深い輝きのある濡れた仕上がり感になる。

■コンパウンド

Auto COSMA サンドクリーナー 400g 足付け剤。泥汚れや油分を取り、塗料の密着を良くする。

■足付け剤



究極の鏡面仕上げ

作業工程表 肌の状態と傷の深さにより、工程を選んで作業します。
コンパウンドの番手はそれぞれの番手のペーパー傷を修正する目安です。

P 1000～ P 1500番手位の
ペーパー傷落とし、肌調整、
ウォータースポットの除去に。

液剤

使用
バフ

＃1000

ウール

＃2000

ウレタンスポンジ

＃2000

ウール・ウレタンスポンジ

ファイナル

ウレタンスポンジ（仕上げ用）

P 1500～ P 2000番手位の
ペーパー傷落とし、肌調整、細
かな洗車ブラシの傷落としに。

液剤

使用
バフ

＃2000

ウール・ウレタンスポンジ

＃3000

ウレタンスポンジ

ファイナル

ウレタンスポンジ（仕上げ用）

P 2000～ P 3000番手位の
ペーパー傷落とし、光沢のムラ
消しに。

液剤

使用
バフ

＃3000

ウレタンスポンジ

ファイナル

ウレタンスポンジ（仕上げ用）

●ポリッシング方法
一度に磨く範囲は50～60cm四方を磨き、液剤は2～3cc位を出し、必要以上に出さないこと。

●バフの手入れについて

バフとパッドのセンターが正確
に合うように取り付ける。

バフをしめらす程度に水をスプ
レーする。

塗膜面にコンパウンドを付け、
指定バフにてポリッシャーを始
動させる。

バフに水分が少なくなったら、
霧吹きスプレーにて水を補給
する。（ボディー面かバフ面に）

●使用上の注意
スポンジバフは、長く使用すると汚れやコンパウンドの
カスで目詰まりします。そのまま使用しているとボディ
ーに傷をつけたり、仕上がりが悪くなりますので、こま
めに洗浄して下さい。

●作業上の注意
1．直射日光の下や、熱くなったままの塗面では磨かないで
下さい。
2．溶液を塗装面に出したまま放置しないで下さい。
3．塗膜が完全に硬化してから磨いて下さい。
4．Auto COSMAファイナルには微量のシリコンが含まれ
ていますので、はじきにご注意下さい。
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大阪 〠542-0081 大阪市 中央区南船場1-18-11（ SRビル長堀） ☎06-6266-3135自動車補修チーム

●大阪営業所  ☎06-6266-3116  〠542-0081  大阪市中央区南船場1-18-11（SRビル長堀）
●東京営業所  ☎03-5710-4501  〠144-0052  東京都大田区蒲田5-13-23（TOKYU REIT 蒲田ビル） 
●札幌営業所  ☎011-822-1661  〠003-0012  札幌市白石区中央二条1-5-1
●仙台営業所  ☎022-288-8866  〠984-0011  仙台市若林区六丁の目西町8-1（齋喜センタービル）
●名古屋営業所  ☎052-332-1701  〠460-0022  名古屋市中区金山1-12-14（金山総合ビル）
●広島営業所  ☎082-286-2811  〠732-0802  広島市南区大州3-4-1
●福岡営業所  ☎092-938-8222  〠811-2317  福岡県糟屋郡粕屋町長者原東3-10-5

塗料相談室 フリーコール 
いーないろ

0120-98-1716   https : //www .dn t . co . j p /

※本チラシに記載以外の条件で使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。
※本製品の内容は予告なく変更することがあります。
※本チラシに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。 

取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

塗装中、乾燥中は換気をよくし、蒸気を吸込まないようにして下さい。
取扱い中は、皮ふにふれないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用して下さい。
有機ガス用防毒マスク又は送気マスク、保護手袋、前掛け等。
取扱い後は、手洗い、うがい及び鼻孔洗浄を十分に行って下さい。
よくフタをし、一定の場所に貯蔵して下さい。
子供の手の届かないところに保管して下さい。
捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。

目に入った時には、大量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
誤って飲み込んだ時には、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
蒸気、ガス等を吸込んで気分が悪くなった時には、安静にし、医師の診察を受けて下さい。
容器からこばれた時には、砂等を散布したのち処理して下さい。

●取扱い上の注意

●緊急時の処置
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